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で取り組む外来化学療法センターにおけるがん栄養療法. 於: 第 29回日本がんチー

ム医療研究会; 2.11,2022; ハイブリッド開催．  



<学術講演> 

(1) 大圃研. パネリスト. 於: アムコフェア 2021; 5.28,2021; 東京. 

(2) 大圃研. The Tips Esophageal ESD. 於: 2021 APEC International E-Class; 

6.17,2021; 中国. 

(3) 大圃研. これだけはしっておきたい 高周波装置の安全使用について～内視鏡室編～ 

於: 三重県内視鏡室 webinar; 6.19,2021; 三重. 

(4) 大圃研. Colonic ESD"Recurrence after EMR". 於: Tokyo Live Demo; 7.2,2021; 東

京. 

(5) 大圃研. The Tips Effective use of traction methods in gastric ESD. 於: 早期

胃がん検診及び内視鏡診断治療と病理勉強会; 7.4,2021; 中国. 

(6) 大圃研. The Tips Newly ESD knife and traction methods in Colorectal ESD. 於: 

中国消化器内視鏡国際 Forum(MTC): 7.5,2021; 中国. 

(7) 大圃研. The Tips Traction methods in Colorectal ESD. 於: 中国消化器内視鏡国

際 Forum(MTC): 7.5,2021; 中国. 

(8) 大圃研. ESD update in Japan(Stomach). 於: 南方消化フォーラム; 7.17,2021; 中

国. 

(9) Ohata K. The Tips Newly ESD knife and traction methods in Colorectal ESD. 

at: 2021 APEC International E-Class; 8.11,2021; China. 

(10) Ohata K. The Tips Newly ESD knife and traction methods in Colorectal ESD. 

at: 2021 APEC International E-Class; 8.19,2021; China. 

(11) 大圃研. The Tips Newly ESD knife and traction methods in Colorectal ESD. 於: 

斉魯消化フォーラム; 8.20,2021; 中国. 

(12) 大圃研. The Tips ESD for LST-GM if the A/C. 於: 斉魯消化フォーラム; 

8.20,2021; 中国. 

(13) Ohata K. Live Case Colon ESD. at: 2021 APAC Endoscopy Resection Technique 

Live Stream Event; 9.16,2021; 中国. 

(14) 大圃研. 治療内視鏡の歩み～ESD まで…そしてこれから～ 於: 北多摩エリア

NextSymposium2021; 10.14,2021; 東京. 

(15) 大圃研. 司会. 於: 中日 ESD技術交流検討会; 10.18,2021; 中国. 

(16) 大圃研. 現場で役立つ GERD/Barrett 食道診療のコツと Pitfall. 於: GI Web 

Seminar; 10.18,2021; 東京. 

(17) 大圃研. Live Case Colonic ESD. 於: 第 2 回愛知県・静岡県 Web Seminar; 

11.16,2021; 東京. 

(18) 大圃研. 内視鏡治療と私～ESDまで…そしてこれから～. 於: 仙台内視鏡エキスパー

トセミナー2021; 11.25,2021; 仙台. 

(19) 大圃研. The Effective ESD Technique with Newly ESD kinfe. 於: e 術学堂消化管



内視鏡勉強会 新橋駅; 1.22,2022; 中国. 

(20) 大圃研. 医師が臨床工学技士に求める事. 於: Maxium Webinar; 1.31,2022; 仙台. 

(21) 大圃研. The recipe for successful CESD. 於: 第 5回大腸 ESDトレーニングコー

ス; 2.6,2022; 八王子. 

(22) 大圃研. 内視鏡治療と私～ESDまで…そしてこれから～ 於: 第 2回横浜南部消化器

懇話会; 3.15,2022; 横浜. 

(23) 村元喬. ESDセミナー. 於: 第 32回大雄会 ESDセミナー; 5.21,2021; 一宮. 

(24) 青木亜由美. 「やっぱり教えてほしい用手圧迫法」. 於: 第 86回日本消化器内視鏡

技師会; 5.15,2021; 広島. 

(25) 村元喬. Magnified diagnosis for early colorectal cancer. 於: 中日診療クラウ

ドサロン 団体学術交流会; 7.6,2021; 中国. 

(26) 村元喬. ESDセミナー. 於: 第 36回大雄会 ESDセミナー; 9.17,2021; 一宮. 

(27) 村元喬. ESD ハンズオンセミナーIN会津. 於: 会津医療センター; 11.20,2021; 会

津. 

(28) 村元喬. 細径内視鏡を用いた ESD への挑戦. 於: 東京都 Webseminar THE ORISE 

ProKnife, ボストン・サイエンティフィック; 12.6,2021; 東京. 

(29) 村元喬. 内視鏡観察・操作レクチャー. 於: 中日診療クラウドサロン 団体学術交流

会; 7.6,2021; 中国. 

(30) 村元喬. 細径内視鏡を用いた ESDへの挑戦. 於: カネカ消化管エキスパート Webinar, 

カネカメディックス; 1.12,2022; 東京. 

(31) 村元喬. ESDセミナー. 於: 第 40回大雄会 ESDセミナー; 1.21,2022; 一宮. 

(32) 村元喬. ハンズオントレーニング. 於: 第 6 回大腸 ESD トレーニングコース; 

2.6,2022; 東京. 

(33) 村元喬. Endoscopic treatment strategies for colorectal tumors. 於: 中国消化

器内視鏡フォーラム; 2.28,2022; 中国. 

(34) 村元喬. Endoscopic diagnosis and treatment for colorectal tumors. 於: 空軍軍

医大学国際交流示範点; 3.22,2022; 中国. 

(35) Minato Y. The Basis of Detection and Diagnosis For Superficial Esophageal 

Carcinoma. 於: 中日診療クラウドサロン 団体学術交流会; 4.6,2021; 中国. 

(36) Minato Y. Advantages of Sureclip in Endoscopic Treatment. 於 : APEC  

International E-Class; 5.20,2021; 中国. 

(37) Minato Y. How facilitate Colorectal ESD-Newly knife and traction- 於: 中日青

年フォーラム 消化器内視鏡 ESD診療技術; 8.11,2021; 中国. 

(38) Minato Y. The effective tool for gastric ESD-Newly knife and tool for 

traction- 於: 中日青年フォーラム 消化器内視鏡 ESD診療技術; 8.19,2021; 中国. 

(39) Minato Y. We can do ESD! ESD isn't just for the expert. 於: 中日青年フォーラ



ム 山東省消化器内視鏡青年医師フォーラム; 9.16,2021; 中国. 

(40) Minato Y. ESD We can do it. 於: 中日 ESD技術最先端対話; 10.18,2021; 中国. 

(41) Minato Y. Endoscopic Full thickness Resection. 於: 中日診療クラウドサロン 

団体学術交流会; 11.16,2021; 中国. 

(42) 港洋平. ステップアップ大腸 ESD～困難例への対策まで～ 於: エキスパートに学ぶ-

千葉県 ESDセミナー-; 11.20,2021; 千葉. 

(43) Minato Y. 効率的な ESDを目指して. 於：e 術学堂 消化器内視鏡勉強会；1.22,2022；

中国. 

(44) 高柳駿也. 症例提示. 於: 中日診療クラウドサロン: 団体学術交流会; 5.19,2021; 

中国. 

(45) 高柳駿也. 症例提示. 於: OE新鏡会シリーズ 2 OE読影会; 6.20,2021; 中国. 

(46) 高柳駿也, 瀧田麻衣子, 大圃研. 生検しておいてよかったヒヤリ症例. 於: 第 42回

Tokyo Gastrology Clinical Diagnosis Conference; 7.30,2021; 東京(Web開催). 

(47) 高柳駿也. 症例提示. 於: 中日診療クラウドサロン 団体学術交流会; 8.17,2021; 

中国. 

(48) 高柳駿也. 除菌後胃癌の診療. 於: 中日診療クラウドサロン 団体学術交流会; 

10.26,2021; 中国. 

(49) 竹内菜緒, 港洋平, 大圃研. 症例検討. 於: 中日診療クラウドサロン 団体学術交流

会; 12.07,2021; Web 開催. 

(50) 竹内菜緒, 港洋平, 大圃研. 症例検討. 於: OE 新鏡界シリーズ 2 OE 読影会; 

12.23,2021; Web 開催. 

(51) 小野公平. レクチャー. 於: 症例検討の会 中日診療クラウドサロン団体学術交流

会; 7.20,2021; web 開催. 

(52) 志賀拓也. スネア×操作. 於:第 86 回日本消化器内視鏡技師学会 学会長企画 ショ

ートレクチャー; 5.14-15,2021; 広島. 

(53) 志賀拓也. 内視鏡治療と高周波の進化と歴史. 於: 株式会社アコム主催教育セミナ

ー アコムフェア; 5.28,2021; Web開催. 

(54) 大圃研, 志賀拓也. シチュエーション別で理解する VIOシリーズの実践. 於: 第 112

回消化器内視鏡学会関東支部例会; 6.12,2021; 東京. 

(55) 田中大夢. 色んな場面で活用できる!ビスコクリアの可能性. 於: Otsuka Zoom 

Webinar; 8.10,2021; Web 開催. 

(56) 志賀拓也. 見ているだけではつまらない. 内視鏡技師も知っておきたい観察、診断の

ポイント！. 於: 第 36回福島県消化器内視鏡技師研究会; 8.21,2021; 福島. 

(57) 志賀拓也. RAICHO2/ICHIBANYARI の有効性. 於; カネカメディックス主催 消化器内

視鏡コメディカル Webinar; 9.1,2021; Web開催. 

(58) 寺谷卓馬. 分子標的薬時代におけるラジオ波焼灼療法. 城南 HCC on line seminar; 



6.29,2021; 東京. 

(59) 藤田祐司. NTT東日本関東病院における膵癌の診断と治療～早期診断から化学療法ま

で～. 於: 膵癌治療学術講演会; 2.21,2022; オンライン開催. 

(60) 藤田祐司. 19G TopGain針を使用した症例. 於: 第 16回東京 FNAクラブタイムスケ

ジュール; 3.2,2022; オンライン開催. 

(61) 林道夫. 糖尿病療養指導士の役割と意義. 於: 第 56 回糖尿病学の進歩; 2.25-

26,2022; 愛媛(Web開催). 

(62) 臼杵憲祐. 高齢者 AML に対する診断と治療意義. 於: Novartis Hematology Web 

Seminar; 4.23,2021; web. 

(63) 臼杵憲祐. 急性骨髄性白血病の治療変遷と今後の新展開 -アザシチジンの適応追加

をうけて-. 於: KYO セミナー2011 急性骨髄性白血病; 5.28,2021; web. 

(64) 臼杵憲祐. MDS の治療の現状と今後の展望. 於: Bristol Myers Squibb MDS Web 

Seminar in Tokyo 2021; 7.8,2021; web. 

(65) 臼杵憲祐. 高齢者 AML治療におけるアザシチジンの役割. 於: 日本新薬主催 Update 

on AML Seminar in Saitama; 7.27,2021; web. 

(66) 臼杵憲祐. 急性骨髄性白血病の治療変遷と今後の新展開. 於: 第 6 回福島 MDS 

1.15,2022; ハイブリッド開催. 

(67) 中嶋健太郎, 赤木智徳, 河野洋平, 白下英史, 大山哲司, 齊藤修治, 賀川義規, 中

村隆俊, 大沼忍, 小島豊, 猪股雅史, 山本聖一郎, 内藤剛, 坂井義治, 渡邊昌彦. 

肥満大腸癌患者に対する腹腔鏡下手術の腫瘍学的安全性を評価する後ろ向き試験(腹

腔鏡大腸切除研究会プロジェクト研究). 於: 第 95回大腸癌研究会; 7.2,2021; 旭

川. 

(68) 佐藤彰一. より安全な開腹肝切除術を目指すための工夫とデバイス選択. 於: 第 861

回外科集談会; 9.11,2021; 東京. 

(69) 茂垣美加. 家でもできる尿漏れ対策. 於: NTT 東日本関東病院 市民公開講座; 

7.11,2021; オンライン開催. 

(70) 谷賢哉. 特別講義 がんの作業療法 於: 東京 YMCA医療福祉専門学校; 11.9.2021; 東

京. 

(71) 藤田知哲. 特別講義 呼吸リハビリの作業療法. 於: 東京 YMCA 医療福祉専門学校; 

11.11.2021; 東京. 

(72) 前田薫. e-learning の復習. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に対する緩和ケ

ア研修会; 7.3,2021; 東京(NTT東日本関東病院). 

(73) 亀井千那. がん患者等への支援. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に対する緩

和ケア研修会; 7.3,2021; 東京(NTT東日本関東病院). 

(74) 鈴木正寛. がん疼痛治療の土台作り. 於: 第 42 回グローバルヘルス緩和ケア研究

会; 7.15,2021; Web 開催. 



(75) 鈴木正寛. がん性疼痛の原因と治療薬の選択. 於: 久光製薬株式会社 社内勉強会; 

10.14,2021; 東京. 

(76) 鈴木正寛. e-learningの復習. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に対する緩和

ケア研修会; 10.30,2021; 東京(NTT東日本関東病院). 

(77) 千葉創. がん患者等への支援. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に対する緩和

ケア研修会; 10.30,2021; 東京(NTT東日本関東病院). 

(78) 鈴木正寛. 全人的苦痛に対する緩和ケア. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に

対する緩和ケア研修会; 11.27,2021;東京(東京逓信病院). 

(79) 鈴木正寛. オピオイドの使い分けに向けて. 於: 第 36 回城南緩和ケア研究会; 

1.29,2022; 東京. 

(80) 鈴木正寛. がん性疼痛のオピオイド. 於: 塩野義製薬株式会社 社内研修会; 

3.8,2022; 東京. 

(81) 鈴木正寛. オピオイドの適正使用を考える会～がん疼痛の薬物療法に係るガイドラ

イン改訂を踏まえて～, オキシコドンを知ろう～使い処と注意点～. 於: 第一三共

株式会社主催オンラインセミナー; 3.11,2022; 東京. 

(82) 加戸寛子. 当院の薬薬連携の現状報告とこれから～外来がん化学療法編～. 於: 第 6

回池田山薬薬ネットワークの会(池田山 café); 6.21,2021; WEB 開催. 

(83) 清水幸雄. ワンチームで支える!がん化学療法. 於: 第 8回池田山薬薬ネットワーク

の会(池田山 café); 9.14,2021; WEB 開催. 

(84) 加藤佑治. おくすり道場! 一級「薬剤師によるがん治療サポート」. 於: NTT 東日本

関東病院 市民公開講座; 2.13,18,2022; WEB開催. 

(85) 上島順子. がん栄養. 於:令和3年大妻女子大学管理栄養士スキルアップセンター 東

京都栄養士会 生涯教育単位認定講習. 8.28,2021; 東京. 

(86) 山口智史, 清水潤一, 小澤桂子, 杉田匡聡. 於: 抗がん薬曝露対策 Web セミナー; 

6,2021; 東京. 

  



(座長・司会) 

(1) 大圃研. 口演 6 上部 十二指腸腫瘍 1. 於: 第 101 回日本消化器内視鏡学会総会; 

5.14,2021; 広島. 

(2) 大圃研. 第 7回 ESD研究会 若手セッション:Traineeからみた Expert. 於: 第 94回

日本胃癌学会総会; 3.2,2022; 横浜. 

(3) 大圃研. 司会. 於: 2021 APEC International E-Class; 9.16,2021; 中国. 

(4) 大圃研. 司会. 於: 2021 APEC International E-Class; 5.20,2021; 香港. 

(5) 里舘均. Poster Presentation 15, Laparoscopic surgery(英語). 於: 第 94回日本

胃癌学会総会; 3.2-4,2022; 横浜. 

(6) 鈴木正寛. シンポジウム 4：がん疼痛の診断・評価における私の工夫. 於: 第 26回

日本緩和医療学会学術大会; 6.18-19,2021; Web開催. 


